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• 最先端の加速器技術を駆使して､ 明るい光(短波長のX線)をつくる
ミクロの世界を解明する ｢究極の顕微鏡｣

• 大型基盤施設として､ 科学技術と社会の持続的発展を支える
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SPring-8 
Super Photon ring-8 GeVから

Solving-Problems ring-8 GeVへ
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SPring-8 APSESRF

施設名
ESRF

European Synchrotron Radiation Facility
SPring-8

Super Photon ring-8GeV
APS

Advanced Photon Source

所在地
フランス南東部
グルノーブル

兵庫県
播磨科学公園都市

米国イリノイ州
アルゴンヌ（シカゴ郊外）

運転開始年 1994年 1997年 1996年

電子エネルギー 6GeV 8GeV 7GeV
蓄積電流値 200mA 100mA 100mA
エミッタンス 4nm･rad 2.4nm･rad 2.5nm･rad
蓄積リング周長 844m 1,436m 1,104m
最大設置のビームライン数 56本 62本 68本

世界の第３世代大型放射光施設

第3世代の放射光施設とは
放射光利用専用の加速器にアンジュレータを
主体とした挿入光源を多数設置できるように
設計された施設のことで、大型のものは世界に
SPring-8、APS、ESRFの3つがある。
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SPring-8の沿革

1991年11月 理研と原研がSPring-8の建設に着手
1994年10月 「特定放射光施設の共用の促進に関する法律（共

用法）」を施行｡ JASRIを「放射光利用研究促進機構」
に指定

1997年10月 SPring-8の共用開始
2002年9月 第1回中間評価
2005年10月 独立行政法人改革を受け、SPring-8の施設所有者を

理研に一本化
2007年3月 JASRIを、利用促進業務を行う登録施設利用促進機

関に登録
7月 第2回中間評価

2012年4月 SPring-8ユーザー協同体（SPRUC）発足
2013年8月 第3回中間評価
2017年10月 共用開始20周年
2018年10月 第4回中間評価 (今回)
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* 2015年度以降は、広義のユーザータイムの一部である「フィリング変更」を明示（〜
2014年度は当該運転時間表自体に含まず）。

年度 2013 2014 2015 2016 2017

年間運転時間 4,330 5,099 4,818 4,952 5,282 

スタディ・
調整等時間

902 1,024 762 800 770 

ユーザータイム 3,408 4,058 4,034 4,125 4,479 

ダウンタイム 20 17 17 23 29 

フィリング変更* 5 4 5 

SPring-8
SPring-8の運転時間
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8稼働中BL: 57本 (共用BL: 26本､ 理研BL: 12本､ 専用BL 19本)
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コヒーレントイメージングを利用した
化学状態のナノスケールマッピング

M. Hirose, N. Ishiguro, M. Tada, Y. Takahashi 
et al., Angew. Chem. Int. Ed. 130, 1490-1495 
(2018)

高エネルギー非弾性散乱による
筐体内部の軽元素のイメージング

- 高エネルギーX線のコンプトン散乱によ
り､ 軟X線では不可能な筐体内部の軽
元素を可視化

- 市販のリチウムイオン二次電池を充放
電させながら､ リチウムの組成変化を
非破壊で計測

セパレ－タ

負極（LiAl）スペ－サ－

正極（V2O5）

K. Suzuki et al., J. Synchrotron Rad. 24, 1006-1011 (2017)

- 2つの手法の融合により､ 化学状態をナノ
スケールでマッピング

- 自動車排ガス浄化触媒中のCe系酸素吸

蔵・放出材料に対し､ ナノ構造・Ce密度・価数
分布を同時に可視化

タイコグラフィ法によ
るナノイメージング

XAFS法による
化学状態分析

融合
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2017年2月に欧州の技術発表・展示会「Tire Technology
Expo 2017」で「Tire Technology of the Year」を受賞。
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SPring-8、J-PARCの光の性能、スパコン「京」のシミュレーションを活用
し、低燃費性能・グリップ性能に加え高い耐摩耗性能のタイヤを実現



業界団体を対象に、業界内の大問題に取り組む

個々の会社による放射光利用

業界団体と学術グループ の連携研究

「分析ツール」から「経営戦略ツール」へ

・JASRI産業利用推進室
・兵庫県ビームライン

SPring-8が、産業界（課題の提示：材料開発・製造プロセス）
と知・学術（解決法の探求：基礎・応用研究）をつなぐ

Industry Academia

産業界との連携：産業利用から産産学学連携へ

岩澤康裕 教授 小久見善八 教授
Ene-farm

革新的研究開発推進プログラムImPACT
(2014～； 3～5年, 30-50億円/プログラム)

・ SPring-8を用いた科学技術イノベーション戦略
クリーンイノベーション、健康長寿、次世代インフラ整備、地域再生、復興再生を加速

素材の強化からシステム化へ 社会のパラダイムをシフト

・「富士山ワークショップ」、 「SACLAシンポジウム2015」を開催
施設代表と企業経営陣が、放射光施設利用の新たな可能性を模索

・ ImPACTやSIP等でSPring-8/SACLA本格利用に機運
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利用形態の変化･深化
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諸外国の中型
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次世代放
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2018        2019        2020        2021        2022        2023        2024        2025        2026        2027

ESRF-EBS
(仏､グルノーブル)

APS-U
(米国､ アルゴンヌ)

USSR-4
(露)

HEPS
(中国､北京)

PETRA-IV
(独､ハンブルク)

※MBA: Multi-bent achromat
セルあたりの偏向磁石の数を
増やし低エミッタンス化･高輝度
化を図る技術



• 放射光利用の裾野を拡大
現状では潜在ユーザーの半分程度が利用出来ない状況
（ライフ/マテリアル・サイエンスの先端研究は、均一系から、ランダム系・ハイブ
リッド系へ進化が加速）

• 国際的な研究開発競争の先端ツールとして
放射光光源の有用性への認識が深まり、光源の高性能化への
国際競争の激化にも対応が必要不可欠

• SACLAとの相互利用の需要拡大に応える
光源性能と先端性の整合による相互/相補活用を加速
先端科学技術及び先端産業活用における国際的優位性を確保

科学技術の進歩に応え
我が国独自の戦略的な光源をタイムリーに稼働させる

SPring-8の高度化計画

2014年9月 Conceptual Design ReportをWeb公開
http://rsc.riken.jp/pdf/SPring-8-II.pdf

17



0

5

10

15

20

25

30

現SPring-8 SPring-8-II

消
費

電
力

(M
W

)

消費電力の見込み

1E+18

1E+19

1E+20

1E+21

1E+22

100 1,000 10,000 100,000
輝

度
光子エネルギ (eV)
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エネルギー消費
の大幅削減

• 加速エネルギー
の低減 (8GeV 
6GeV)

• 偏向部の永久磁
石化

• 既存入射器の完
全停止

我が国独自の

最先端加速器テクノロジー

• 極低エミッタンスと安定性を両
立するマルチベンドアクロマッ
ト(MBA) 技術

• 極短周期アンジュレータ

• SACLA線形加速器からのビー
ム入射

世界トップ性能

• 輝度の劇的な向上

• 極めて明るい高エネ
ルギーX線の生成

• 極限的な安定性

• SPring-8とSACLAの建設･運転･
高度化を通して培われた､ 企
画･設計･実施能力

• 我が国が世界に誇る民間の加
速器要素技術をフル活用

平
均
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度
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SPring-8-II

入射器

ユーティ
リティ

RF

電磁石

SACLA

SPring-8-II

消費電力を
ほぼ半減
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究極をうみだす利用基盤技術

最大計数率(count/second/pixel)

X線光子エネルギー
(keV)

1 M

10

100

10 M 1 G

CITIUS
次世代積分型

100 M

間接型
CdTe等計数型

1 standard

extended DR
シリコン
計数型検出器

次世代X線2次元検出器

• 飽和なしで30 Mcounts/s/pixel まで計測可能
• 直線性拡張モードにより600 Mcounts/s/pixelまで

対応
• Sub msダイナミクスの研究が直ちに可能
• 2020年度にBLにおけるプロトタイプの試験を開始

1) SPring-8 II CDR (2014) with updated values.
2) T. Hatsui, presented at iWorid (June. 2014). 
3) T. Hatsui, AOSFRR (Nov. 2015)

ハーモニックセパレータ光学系

• 屈折･反射光学系の組み合わせにより､ アン
ジュレータの特定次数の切り出しに成功

• ワイドバンド化により､ SPring-8-IIの高エネ
ルギーX線の強度を2桁以上増大

Inoue et al., J. Synchrotron Rad. 25, 346 (2018)
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